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あ
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。ま
た
、防
災
施

設
へ
の
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
造
推
進
の
要
望
で
は
、

地
方
自
治
体
と
の
会
議
を
通
じ
て
積
極
的

に
広
め
る
と
の
回
答
も
あ
っ
た
。

高
速
道
路
株
式
会
社
と
の

意
見
交
換
会

　
Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
、９
月
お
よ
び
11
月
に
中

日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
お
よ
び
西
日
本

高
速
道
路
株
式
会
社
と
Ｗ
ｅ
ｂ
形
式
で
意

見
交
換
会
を
開
催
し
、次
の
３
テ
ー
マ
で
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

１
．年
度
工
事
量
の
安
定
的
な
確
保

　

地
域
拠
点
確
保
の
た
め
の
工
事
量
の
確

保
に
つ
い
て
理
解
い
た
だ
き
、
今
後
も
増

加
す
る
発
注
量
に
対
し
、Ｐ
Ｃ
建
協
で
の

準
備
・
対
応
を
お
願
い
さ
れ
た
。中
長
期

的
な
発
注
計
画
公
表
の
要
望
に
対
し
、
３

カ
年
度
分
の
事
業
見
通
し
を
公
表
し
て
い

る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

２
．働
き
方
改
革
の
推
進

　

発
注
者
指
定
型
で
の
週
休
２
日
モ
デ
ル

工
事
は
、
中
日
本
高
速
道
路
で
は
令
和
２

年
度
か
ら
す
べ
て
の
工
事
に
お
い
て
、
西

日
本
高
速
道
路
で
は
令
和
３
年
10
月
以
降

か
ら
原
則
す
べ
て
の
工
事
で
の
発
注
と
し

て
お
り
、
工
程
表
開
示
も
併
せ
て
行
っ
て

い
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。施
工
管
理
業

務
の
合
理
化
に
向
け
て
の
取
り
組
み
に
つ

♯008令
和
３
年
度
意
見
交
換
会
の
報
告

地
方
整
備
局
等
と
の
意
見
交
換

　
Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
、
７
月
か
ら
11
月
に
か
け

て
、
各
地
方
整
備
局
、
北
海
道
開
発
局
、
沖

縄
総
合
事
務
局
と
意
見
交
換
会
を
実
施
し

ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
の
た
め
、Ｗ
ｅ
ｂ
形
式
ま
た
は
人

数
を
制
限
し
た
対
面
形
式
で
の
開
催
と
い

た
し
ま
し
た
。

　

次
の
５
テ
ー
マ
を
提
案
し
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

１
．年
度
工
事
量
の
安
定
的
な
確
保

　

各
地
域
の
年
度
工
事
量
の
安
定
的
・
継

続
的
な
確
保
に
つ
い
て
、
計
画
的
な
経
営

や
雇
用
安
定
の
た
め
に
重
要
と
認
識
し
て

い
る
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。ま
た
、す
べ

て
の
整
備
局
な
ど
か
ら
中
長
期
の
事
業
計

画
に
関
す
る
情
報
提
供
を
い
た
だ
く
と
と

も
に
、防
災
・
減
災
、国
土
強
靭
化
に
向
け

た
道
路
の
５
ヵ
年
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策

定
し
、
重
点
的
か
つ
集
中
的
に
取
り
組
み

を
実
施
す
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

２
．働
き
方
改
革
の
推
進

　

発
注
者
指
定
型
で
の
週
休
２
日
対
象
工

事
は
整
備
局
な
ど
で
は
進
ん
で
い
る
中
、
そ

の
他
発
注
機
関
に
対
し
て
、
地
域
の
発
注

者
協
議
会
な
ど
を
通
じ
て
情
報
共
有
と
指

導
強
化
を
行
っ
て
い
く
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

ま
た
、施
工
管
理
業
務
の
合
理
化
に
向
け
て

の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
の
要
望
で
は
、
多
く

の
整
備
局
な
ど
で
遠
隔
臨
場
の
試
行
が
原

則
す
べ
て
の
工
事
で
適
用
さ
れ
、そ
の
他
、打

合
せ
や
検
査
へ
の
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
の
活
用
な
ど

を
進
め
て
い
る
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

３
．生
産
性
向
上
の
推
進

　

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
の
推
進
の
た
め
、「
コ
ン

ク
リ
ー
ト
橋
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」の
橋
梁
選
定
フ
ロ
ー
の
活
用
、お
よ
び

一
次
・
二
次
比
較
で
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
の
利

点
を
適
切
に
評
価
す
る
こ
と
を
要
望
し
、ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
設
計
要
領
な
ど
へ
の
引
用
な

ど
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
回
答

が
多
か
っ
た
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
推
進
の
要
望
で

は
、
新
技
術
導
入
促
進
型
工
事
の
発
注
を

進
め
る
ほ
か
、
受
注
者
か
ら
も
積
極
的
に
新

技
術
を
提
案
し
て
ほ
し
い
と
の
回
答
が
多

か
っ
た
。Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
活
用
は
、
令
和

５
年
度
ま
で
の
小
規
模
を
除
く
す
べ
て
の
公

共
事
業
に
お
け
る
原
則
適
用
に
向
け
段
階

的
に
適
用
拡
大
す
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

４
．Ｐ
Ｃ
橋
の
長
期
保
全
の
推
進

　
Ｐ
Ｃ
橋
補
修
工
事
に
お
け
る
技
術
提
案
・

交
渉
方
式
の
さ
ら
な
る
発
注
要
請
に
対
し
、

よ
り
効
果
が
発
揮
で
き
る
大
型
の
橋
梁
補

修
工
事
な
ど
へ
の
適
用
を
検
討
し
て
い
く
と

の
回
答
が
多
か
っ
た
。ま
た
、
地
方
自
治
体

支
援
と
し
て
Ｐ
Ｃ
橋
の
維
持
保
全
事
業
に

お
け
る
直
轄
代
行
業
務
の
さ
ら
な
る
推
進

の
要
望
に
対
し
、
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
議

な
ど
を
通
じ
、
地
方
自
治
体
か
ら
要
望
が

あ
れ
ば
検
討
す
る
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

５
．Ｐ
Ｃ
建
築
（
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
造
の
建
築
）

　

の
推
進

　

庁
舎
計
画
へ
の
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
造
推
進

の
要
望
に
対
し
、
施
設
規
模
や
建
物
特
性

に
応
じ
て
工
期
や
コ
ス
ト
な
ど
を
総
合
的

に
比
較
検
討
し
て
お
り
、
一
定
の
採
用
が

▲ 地方整備局との意見交換会の様子

い
て
は
、
試
行
範
囲
の
拡
大
ま
た
は
標
準

化
を
検
討
し
て
い
る
と
の
回
答
が
あ
り
、

さ
ら
に
書
類
様
式
の
見
直
し
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

３
．生
産
性
向
上
の
推
進

　

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
桁
で
の
標
準
化
検
討
の

要
望
に
対
し
、
適
材
適
所
で
考
慮
し
て
い
る

た
め
Ｐ
Ｃ
コ
ン
ポ
橋
の
採
用
も
増
え
て
お
り
、

Ｐ
Ｃ
建
協
の
提
案
す
る
支
間
長
に
つ
い
て
も

選
択
肢
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
と
の

回
答
が
あ
っ
た
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進
で
は
、

受
注
者
か
ら
の
提
案
を
積
極
的
に
求
め
た

い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。Ｃ
Ｉ
Ｍ
活
用
モ
デ

ル
工
事
の
発
注
推
進
の
要
望
に
対
し
、有
効

性
の
認
識
は
あ
り
、引
き
続
き
Ｃ
Ｉ
Ｍ
活
用

に
よ
る
工
事
の
発
注
・
安
全
・
施
工
管
理
・

維
持
管
理
・
省
力
化
の
観
点
か
ら
検
討
し

て
い
く
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

令
和
３
年
度「
優
秀
施
工
者
国
土
交

通
大
臣
顕
彰
」、「
青
年
優
秀
施
工
者

不
動
産
・
建
設
経
済
局
長
顕
彰
」

　

令
和
３
年
10
月
１
日
、
優
秀
な
建
設
技

能
者
を
国
土
交
通
大
臣
が
顕
彰
す
る
、
令

和
３
年
度
「
優
秀
施
工
者
国
土
交
通
大
臣

顕
彰（
建
設
マ
ス
タ
ー
）」「
青
年
優
秀
施
工

者
不
動
産
・
建
設
経
済
局
長
顕
彰
（
建
設

ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
）」の
顕
彰
者
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。今
回
は
建
設
マ
ス
タ
ー

に
４
８
３
人
、
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー

に
１
１
６
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。Ｐ
Ｃ

建
協
か
ら
は
建
設
マ
ス
タ
ー
を
４
人
、
建

設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
を
２
人
推
薦
し
、

合
計
６
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

顕
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
建
設
マ
ス
タ
ー
】

　

㈱
堤
建
設 

　

金
子 

政
文
氏

　

㈱
亀
田
組 

　

倉
吉 

政
明
氏

　

㈱
葵
建
設
工
業 　

福
島 

正
明
氏

　

㈱
山
石
建
設 
　

満
岡 

敏
博
氏

【
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
】

　

㈱
ス
ガ
ナ
ミ 
　

石
塚 

賢
二
氏

　

㈱
上
山 

　

藤
原 

弘
規
氏

現
場
見
学
会
開
催

（
関
東
支
部
）

　

令
和
３
年
11
月
10
日
に
群
馬
県
前
橋
市

国
道
17
号
上
武
道
路
富
田
第
一
跨
道
橋
外

の
工
事
現
場
で
前
橋
工
科
大
学
社
会
環
境

工
学
科
３
年
生
38
人
を
対
象
に
現
場
見
学

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
橋
は
橋
長
約
25
ｍ
、
幅
員
11
・
３
〜

12
・
５
ｍ
の
Ｐ
Ｃ
ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
方

式
単
純
Ｔ
桁
橋
（
架
設
桁
架
設
／ 

㈱
日
本

ピ
ー
エ
ス
）で
す
。

　

当
日
は「
赤
城
お
ろ
し
」が
吹
く
少
し
寒

い
１
日
で
し
た
が
、
学
生
た
ち
は
熱
心
に

見
学
を
し
て
い
ま
し
た
。

（
中
部
支
部
）

　

令
和
３
年
10
月
30
日
に
静
岡
県
河
津
町

の
伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
河
津
下
田
道
路
の

河
津
Ｉ
Ｃ（
仮
称
）の
端
末
Ｉ
Ｃ
ラ
ン
プ
橋

と
Ａ
ラ
ン
プ
橋
の
Ｐ
Ｃ
上
部
工
の
工
事
現

場
で
地
域
住
民
97
人
を
対
象
と
し
た
現
場

見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
２
橋
は
起
点
と
な
る
河
津
Ｉ
Ｃ
の

ラ
ン
プ
部
で
、
と
も
に
Ｐ
Ｃ
３
径
間
連
続

ラ
ー
メ
ン
箱
桁
で
す
。端
末
Ｉ
Ｃ
ラ
ン
プ
橋

は
橋
長
１
２
３
ｍ
、
支
間
25 

・
０
ｍ
＋
56
・

０
ｍ
＋
40
・
０
ｍ
、幅
員
13
・
１
〜
18
・
１

ｍ（
片
持
架
設
／
オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石
㈱
）

で
す
。Ａ
ラ
ン
プ
橋
は
橋
長
１
９
１
ｍ
、支
間

75
・
０
ｍ
＋
72
・
０
ｍ
＋
42
・
０
ｍ
、幅
員
６
・

６
ｍ
〜
５
・
５
ｍ（
片
持
架
設
・
固
定
式
支

保
工
架
設
／
㈱
日
本
ピ
ー
エ
ス
）で
す
。

　

当
日
は
事
業
概
要
や
施
工
工
程
な
ど
の

説
明
後
に
工
事
現
場
へ
案
内
し
、
橋
の
上

か
ら
景
色
を
眺
め
て
い
た
だ
い
た
り
、
建

設
中
の
構
造
物
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を

知
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
他
の
見
学
会

•
11
月
４
日

　

㈱
安
部
日
鋼
工
業 

岐
阜
本
巣
工
場

　
（
一
社
）建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
中

　

部
支
部
会
員
42
人
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学
生
か
ら
は
Ｐ
Ｃ
に
つ
い
て
質
問
が
寄
せ

ら
れ
る
な
ど
、聴
講
の
様
子
か
ら
も
興
味
感

心
を
ひ
い
て
い
た
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。

（
九
州
支
部
）

　

令
和
３
年
11
月
16
日
に
九
州
大
学
工
学

部
地
球
環
境
工
学
科
の
3
年
生
を
対
象
に

Ｐ
Ｃ
に
関
す
る
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で

実
施
し
、講
義
で
は
Ｐ
Ｃ
の
基
礎
、設
計
、施

工
、
維
持
管
理
に
つ
い
て
Ｃ
Ｇ
画
像
や
ア
ニ

メ
ー
シ
ョン
を
活
用
し
な
が
ら
解
説
し
ま
し
た
。

ま
た
九
州
に
あ
る
Ｐ
Ｃ
構
造
物
の
外
観
写
真

や
建
設
中
の
動
画
な
ど
も
紹
介
し
ま
し
た
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
に
は
こ
の
授
業
を
機
会
に

P
C
橋
へ
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。ま
た
、防
災
施

設
へ
の
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
造
推
進
の
要
望
で
は
、

地
方
自
治
体
と
の
会
議
を
通
じ
て
積
極
的

に
広
め
る
と
の
回
答
も
あ
っ
た
。

高
速
道
路
株
式
会
社
と
の

意
見
交
換
会

　
Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
、９
月
お
よ
び
11
月
に
中

日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
お
よ
び
西
日
本

高
速
道
路
株
式
会
社
と
Ｗ
ｅ
ｂ
形
式
で
意

見
交
換
会
を
開
催
し
、次
の
３
テ
ー
マ
で
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

１
．年
度
工
事
量
の
安
定
的
な
確
保

　

地
域
拠
点
確
保
の
た
め
の
工
事
量
の
確

保
に
つ
い
て
理
解
い
た
だ
き
、
今
後
も
増

加
す
る
発
注
量
に
対
し
、Ｐ
Ｃ
建
協
で
の

準
備
・
対
応
を
お
願
い
さ
れ
た
。中
長
期

的
な
発
注
計
画
公
表
の
要
望
に
対
し
、
３

カ
年
度
分
の
事
業
見
通
し
を
公
表
し
て
い

る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

２
．働
き
方
改
革
の
推
進

　

発
注
者
指
定
型
で
の
週
休
２
日
モ
デ
ル

工
事
は
、
中
日
本
高
速
道
路
で
は
令
和
２

年
度
か
ら
す
べ
て
の
工
事
に
お
い
て
、
西

日
本
高
速
道
路
で
は
令
和
３
年
10
月
以
降

か
ら
原
則
す
べ
て
の
工
事
で
の
発
注
と
し

て
お
り
、
工
程
表
開
示
も
併
せ
て
行
っ
て

い
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。施
工
管
理
業

務
の
合
理
化
に
向
け
て
の
取
り
組
み
に
つ

令
和
３
年
度
意
見
交
換
会
の
報
告

地
方
整
備
局
等
と
の
意
見
交
換

　
Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
、
７
月
か
ら
11
月
に
か
け

て
、
各
地
方
整
備
局
、
北
海
道
開
発
局
、
沖

縄
総
合
事
務
局
と
意
見
交
換
会
を
実
施
し

ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
の
た
め
、Ｗ
ｅ
ｂ
形
式
ま
た
は
人

数
を
制
限
し
た
対
面
形
式
で
の
開
催
と
い

た
し
ま
し
た
。

　

次
の
５
テ
ー
マ
を
提
案
し
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

１
．年
度
工
事
量
の
安
定
的
な
確
保

　

各
地
域
の
年
度
工
事
量
の
安
定
的
・
継

続
的
な
確
保
に
つ
い
て
、
計
画
的
な
経
営

や
雇
用
安
定
の
た
め
に
重
要
と
認
識
し
て

い
る
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。ま
た
、す
べ

て
の
整
備
局
な
ど
か
ら
中
長
期
の
事
業
計

画
に
関
す
る
情
報
提
供
を
い
た
だ
く
と
と

も
に
、防
災
・
減
災
、国
土
強
靭
化
に
向
け

た
道
路
の
５
ヵ
年
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策

定
し
、
重
点
的
か
つ
集
中
的
に
取
り
組
み

を
実
施
す
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

２
．働
き
方
改
革
の
推
進

　

発
注
者
指
定
型
で
の
週
休
２
日
対
象
工

事
は
整
備
局
な
ど
で
は
進
ん
で
い
る
中
、
そ

の
他
発
注
機
関
に
対
し
て
、
地
域
の
発
注

者
協
議
会
な
ど
を
通
じ
て
情
報
共
有
と
指

導
強
化
を
行
っ
て
い
く
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

ま
た
、施
工
管
理
業
務
の
合
理
化
に
向
け
て

の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
の
要
望
で
は
、
多
く

の
整
備
局
な
ど
で
遠
隔
臨
場
の
試
行
が
原

則
す
べ
て
の
工
事
で
適
用
さ
れ
、そ
の
他
、打

合
せ
や
検
査
へ
の
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
の
活
用
な
ど

を
進
め
て
い
る
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

３
．生
産
性
向
上
の
推
進

　

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
の
推
進
の
た
め
、「
コ
ン

ク
リ
ー
ト
橋
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」の
橋
梁
選
定
フ
ロ
ー
の
活
用
、お
よ
び

一
次
・
二
次
比
較
で
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
の
利

点
を
適
切
に
評
価
す
る
こ
と
を
要
望
し
、ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
設
計
要
領
な
ど
へ
の
引
用
な

ど
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
回
答

が
多
か
っ
た
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
推
進
の
要
望
で

は
、
新
技
術
導
入
促
進
型
工
事
の
発
注
を

進
め
る
ほ
か
、
受
注
者
か
ら
も
積
極
的
に
新

技
術
を
提
案
し
て
ほ
し
い
と
の
回
答
が
多

か
っ
た
。Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
活
用
は
、
令
和

５
年
度
ま
で
の
小
規
模
を
除
く
す
べ
て
の
公

共
事
業
に
お
け
る
原
則
適
用
に
向
け
段
階

的
に
適
用
拡
大
す
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

４
．Ｐ
Ｃ
橋
の
長
期
保
全
の
推
進

　
Ｐ
Ｃ
橋
補
修
工
事
に
お
け
る
技
術
提
案
・

交
渉
方
式
の
さ
ら
な
る
発
注
要
請
に
対
し
、

よ
り
効
果
が
発
揮
で
き
る
大
型
の
橋
梁
補

修
工
事
な
ど
へ
の
適
用
を
検
討
し
て
い
く
と

の
回
答
が
多
か
っ
た
。ま
た
、
地
方
自
治
体

支
援
と
し
て
Ｐ
Ｃ
橋
の
維
持
保
全
事
業
に

お
け
る
直
轄
代
行
業
務
の
さ
ら
な
る
推
進

の
要
望
に
対
し
、
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
議

な
ど
を
通
じ
、
地
方
自
治
体
か
ら
要
望
が

あ
れ
ば
検
討
す
る
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

５
．Ｐ
Ｃ
建
築
（
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
造
の
建
築
）

　

の
推
進

　

庁
舎
計
画
へ
の
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
造
推
進

の
要
望
に
対
し
、
施
設
規
模
や
建
物
特
性

に
応
じ
て
工
期
や
コ
ス
ト
な
ど
を
総
合
的

に
比
較
検
討
し
て
お
り
、
一
定
の
採
用
が

▲ 河津下田道路の現場見学会

い
て
は
、
試
行
範
囲
の
拡
大
ま
た
は
標
準

化
を
検
討
し
て
い
る
と
の
回
答
が
あ
り
、

さ
ら
に
書
類
様
式
の
見
直
し
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

３
．生
産
性
向
上
の
推
進

　

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
桁
で
の
標
準
化
検
討
の

要
望
に
対
し
、
適
材
適
所
で
考
慮
し
て
い
る

た
め
Ｐ
Ｃ
コ
ン
ポ
橋
の
採
用
も
増
え
て
お
り
、

Ｐ
Ｃ
建
協
の
提
案
す
る
支
間
長
に
つ
い
て
も

選
択
肢
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
と
の

回
答
が
あ
っ
た
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進
で
は
、

受
注
者
か
ら
の
提
案
を
積
極
的
に
求
め
た

い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。Ｃ
Ｉ
Ｍ
活
用
モ
デ

ル
工
事
の
発
注
推
進
の
要
望
に
対
し
、有
効

性
の
認
識
は
あ
り
、引
き
続
き
Ｃ
Ｉ
Ｍ
活
用

に
よ
る
工
事
の
発
注
・
安
全
・
施
工
管
理
・

維
持
管
理
・
省
力
化
の
観
点
か
ら
検
討
し

て
い
く
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

令
和
３
年
度「
優
秀
施
工
者
国
土
交

通
大
臣
顕
彰
」、「
青
年
優
秀
施
工
者

不
動
産
・
建
設
経
済
局
長
顕
彰
」

　

令
和
３
年
10
月
１
日
、
優
秀
な
建
設
技

能
者
を
国
土
交
通
大
臣
が
顕
彰
す
る
、
令

和
３
年
度
「
優
秀
施
工
者
国
土
交
通
大
臣

顕
彰（
建
設
マ
ス
タ
ー
）」「
青
年
優
秀
施
工

者
不
動
産
・
建
設
経
済
局
長
顕
彰
（
建
設

ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
）」の
顕
彰
者
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。今
回
は
建
設
マ
ス
タ
ー

に
４
８
３
人
、
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー

に
１
１
６
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。Ｐ
Ｃ

建
協
か
ら
は
建
設
マ
ス
タ
ー
を
４
人
、
建

設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
を
２
人
推
薦
し
、

合
計
６
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

顕
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
建
設
マ
ス
タ
ー
】

　

㈱
堤
建
設 

　

金
子 

政
文
氏

　

㈱
亀
田
組 

　

倉
吉 

政
明
氏

　

㈱
葵
建
設
工
業 　

福
島 

正
明
氏

　

㈱
山
石
建
設 
　

満
岡 

敏
博
氏

【
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
】

　

㈱
ス
ガ
ナ
ミ 
　

石
塚 

賢
二
氏

　

㈱
上
山 

　

藤
原 

弘
規
氏

現
場
見
学
会
開
催

（
関
東
支
部
）

　

令
和
３
年
11
月
10
日
に
群
馬
県
前
橋
市

国
道
17
号
上
武
道
路
富
田
第
一
跨
道
橋
外

の
工
事
現
場
で
前
橋
工
科
大
学
社
会
環
境

工
学
科
３
年
生
38
人
を
対
象
に
現
場
見
学

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
橋
は
橋
長
約
25
ｍ
、
幅
員
11
・
３
〜

12
・
５
ｍ
の
Ｐ
Ｃ
ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
方

式
単
純
Ｔ
桁
橋
（
架
設
桁
架
設
／ 

㈱
日
本

ピ
ー
エ
ス
）で
す
。

　

当
日
は「
赤
城
お
ろ
し
」が
吹
く
少
し
寒

い
１
日
で
し
た
が
、
学
生
た
ち
は
熱
心
に

見
学
を
し
て
い
ま
し
た
。

（
中
部
支
部
）

　

令
和
３
年
10
月
30
日
に
静
岡
県
河
津
町

の
伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
河
津
下
田
道
路
の

河
津
Ｉ
Ｃ（
仮
称
）の
端
末
Ｉ
Ｃ
ラ
ン
プ
橋

と
Ａ
ラ
ン
プ
橋
の
Ｐ
Ｃ
上
部
工
の
工
事
現

場
で
地
域
住
民
97
人
を
対
象
と
し
た
現
場

見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
２
橋
は
起
点
と
な
る
河
津
Ｉ
Ｃ
の

ラ
ン
プ
部
で
、
と
も
に
Ｐ
Ｃ
３
径
間
連
続

ラ
ー
メ
ン
箱
桁
で
す
。端
末
Ｉ
Ｃ
ラ
ン
プ
橋

は
橋
長
１
２
３
ｍ
、
支
間
25 

・
０
ｍ
＋
56
・

０
ｍ
＋
40
・
０
ｍ
、幅
員
13
・
１
〜
18
・
１

ｍ（
片
持
架
設
／
オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石
㈱
）

で
す
。Ａ
ラ
ン
プ
橋
は
橋
長
１
９
１
ｍ
、支
間

75
・
０
ｍ
＋
72
・
０
ｍ
＋
42
・
０
ｍ
、幅
員
６
・

６
ｍ
〜
５
・
５
ｍ（
片
持
架
設
・
固
定
式
支

保
工
架
設
／
㈱
日
本
ピ
ー
エ
ス
）で
す
。

　

当
日
は
事
業
概
要
や
施
工
工
程
な
ど
の

説
明
後
に
工
事
現
場
へ
案
内
し
、
橋
の
上

か
ら
景
色
を
眺
め
て
い
た
だ
い
た
り
、
建

設
中
の
構
造
物
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を

知
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
他
の
見
学
会

•
11
月
４
日

　

㈱
安
部
日
鋼
工
業 

岐
阜
本
巣
工
場

　
（
一
社
）建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
中

　

部
支
部
会
員
42
人

▲ 富田第一跨道橋の現場見学会

Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
を
派
遣

　
Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
学
生
に
Ｐ
Ｃ
構
造
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
各
地

区
で
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
派
遣
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

（
北
海
道
支
部
）

　

令
和
３
年
11
月
21
日
に
北
海
道
土
木

技
術
学
会
コ
ン
ク
リ
ー
ト
研
究
委
員
会
と

共
催
で
室
蘭
工
業
大
学
理
工
学
部
創
造
工

学
科
建
築
土
木
工
学
コ
ー
ス
土
木
工
学
ト

ラ
ッ
ク
３
年
生
63
人
を
対
象
と
し
た
Ｐ
Ｃ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
Ｐ
Ｃ
の
概
要
や
Ｐ
Ｃ
技
術
を
用
い

た
構
造
物
の
説
明
、
北
海
道
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
橋
の
紹
介
、Ｐ
Ｃ
建
設
業
で
の
仕
事
体
験

談
な
ど
を
実
施
し
、好
評
を
得
ま
し
た
。

（
中
国
支
部
）

　

令
和
３
年
11
月
５
日
、
12
日
、
26
日
の
３

回
に
わ
た
っ
て
広
島
工
業
大
学
工
学
部
環
境

土
木
工
学
科
の
3
年
生
を
対
象
に
「
Ｐ
Ｃ
橋

に
つ
い
て
」と
題
し
た
講
義
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

各
回
と
も
約
70
人
が
出
席
し
、Ｐ
Ｃ
建
協

の
紹
介
、Ｐ
Ｃ
橋
の
設
計
、施
工
、維
持
・
保

全
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。特
に
Ｐ
Ｃ
板
を

用
い
た
Ｐ
Ｃ
技
術
の
模
擬
体
験
は
好
評
を
博

し
、学
生
か
ら
多
く
の
質
問
を
受
け
ま
し
た
。

　

講
義
は
同
大
学
に
お
け
る
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
対
応
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
て
十
分
に
留
意
し
て

実
施
し
ま
し
た
。

（
四
国
支
部
）

　

令
和
３
年
11
月
17
日
に
香
川
高
等
専
門

学
校
建
設
環
境
工
学
科
の
３
年
生
40
人
を

対
象
に
「
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
と
は
」と
題
し
た
講
義
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
、Ｐ
Ｃ
建
協
の
紹
介
、
建
設
業

界
の
現
状
と
Ｐ
Ｃ
業
界
の
将
来
性
、Ｐ
Ｃ
橋

の
施
工
実
例
と
世
界
の
Ｐ
Ｃ
橋
、
設
計
、
施

工
、
維
持
・
保
全
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
令
和
３
年
８
月
以
降
に
実
施

さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
の
派
遣
講
義
は

次
の
と
お
り
で
す
。
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学
生
か
ら
は
Ｐ
Ｃ
に
つ
い
て
質
問
が
寄
せ

ら
れ
る
な
ど
、聴
講
の
様
子
か
ら
も
興
味
感

心
を
ひ
い
て
い
た
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。

（
九
州
支
部
）

　

令
和
３
年
11
月
16
日
に
九
州
大
学
工
学

部
地
球
環
境
工
学
科
の
3
年
生
を
対
象
に

Ｐ
Ｃ
に
関
す
る
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で

実
施
し
、講
義
で
は
Ｐ
Ｃ
の
基
礎
、設
計
、施

工
、
維
持
管
理
に
つ
い
て
Ｃ
Ｇ
画
像
や
ア
ニ

メ
ー
シ
ョン
を
活
用
し
な
が
ら
解
説
し
ま
し
た
。

ま
た
九
州
に
あ
る
Ｐ
Ｃ
構
造
物
の
外
観
写
真

や
建
設
中
の
動
画
な
ど
も
紹
介
し
ま
し
た
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
に
は
こ
の
授
業
を
機
会
に

P
C
橋
へ
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲ 室蘭工業大学での講義の様子

▲ 広島工業大学での講義の様子

▲ 香川高等専門学校での講義の様子

九州

中国

関東

九州

関東

関東

九州

支部名

長崎大学大学院 工学研究科

山口大学工学部

芝浦工業大学工学部

鹿児島大学工学部

東京大学工学部

早稲田大学工学部

熊本大学大学院 先端科学研究部

学校名開催日

10月7日

10月11日、18日

10月13日

10月19日

11月2日

11月4日

11月15日

九州

関東

関東

関東

関東

関東

支部名

福岡大学工学部

東京理科大学工学部

宇都宮大学工学部

国士舘大学工学部

木更津工業高等専門学校

茨城大学工学部

学校名開催日

11月26日

12月1日

12月1日、15日

12月7日、9日

12月10日

12月10日、17日

Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
を
派
遣

　
Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
学
生
に
Ｐ
Ｃ
構
造
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
各
地

区
で
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
派
遣
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

（
北
海
道
支
部
）

　

令
和
３
年
11
月
21
日
に
北
海
道
土
木

技
術
学
会
コ
ン
ク
リ
ー
ト
研
究
委
員
会
と

共
催
で
室
蘭
工
業
大
学
理
工
学
部
創
造
工

学
科
建
築
土
木
工
学
コ
ー
ス
土
木
工
学
ト

ラ
ッ
ク
３
年
生
63
人
を
対
象
と
し
た
Ｐ
Ｃ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
Ｐ
Ｃ
の
概
要
や
Ｐ
Ｃ
技
術
を
用
い

た
構
造
物
の
説
明
、
北
海
道
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
橋
の
紹
介
、Ｐ
Ｃ
建
設
業
で
の
仕
事
体
験

談
な
ど
を
実
施
し
、好
評
を
得
ま
し
た
。

（
中
国
支
部
）

　

令
和
３
年
11
月
５
日
、
12
日
、
26
日
の
３

回
に
わ
た
っ
て
広
島
工
業
大
学
工
学
部
環
境

土
木
工
学
科
の
3
年
生
を
対
象
に
「
Ｐ
Ｃ
橋

に
つ
い
て
」と
題
し
た
講
義
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

各
回
と
も
約
70
人
が
出
席
し
、Ｐ
Ｃ
建
協

の
紹
介
、Ｐ
Ｃ
橋
の
設
計
、施
工
、維
持
・
保

全
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。特
に
Ｐ
Ｃ
板
を

用
い
た
Ｐ
Ｃ
技
術
の
模
擬
体
験
は
好
評
を
博

し
、学
生
か
ら
多
く
の
質
問
を
受
け
ま
し
た
。

　

講
義
は
同
大
学
に
お
け
る
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
対
応
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
て
十
分
に
留
意
し
て

実
施
し
ま
し
た
。

（
四
国
支
部
）

　

令
和
３
年
11
月
17
日
に
香
川
高
等
専
門

学
校
建
設
環
境
工
学
科
の
３
年
生
40
人
を

対
象
に
「
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
と
は
」と
題
し
た
講
義
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
、Ｐ
Ｃ
建
協
の
紹
介
、
建
設
業

界
の
現
状
と
Ｐ
Ｃ
業
界
の
将
来
性
、Ｐ
Ｃ
橋

の
施
工
実
例
と
世
界
の
Ｐ
Ｃ
橋
、
設
計
、
施

工
、
維
持
・
保
全
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
令
和
３
年
８
月
以
降
に
実
施

さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
の
派
遣
講
義
は

次
の
と
お
り
で
す
。
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各
地
で
Ｐ
Ｃ
技
術
講
習
会
開
催

　

Ｐ
Ｃ
技
術
に
関
す
る
講
習
会
が
各
地
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
北
陸
支
部
）

　
令
和
3
年
11
月
に
「
第
７
回
わ
か
り
や
す

い
Ｐ
Ｃ
橋
の
施
工
技
術
研
究
会（
主
催
：Ｐ
Ｃ

建
協
）」
を
北
陸
の
２
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
18
日
に
新
潟
市
の
新
潟
県
自

治
会
館
で
北
陸
地
方
整
備
局
や
地
方
自
治

体
職
員
な
ど
13
人
、
25
日
の
石
川
県
金
沢

市
の
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で

18
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

研
究
会
で
は
Ｐ
Ｃ
の
基
本
と
特
徴
（
優

位
性
）、Ｐ
Ｃ
橋
の
分
類
と
架
設
工
法
、
施

工
時
の
工
程
管
理
手
法
、
生
産
性
と
品
質

の
向
上
に
向
け
た
工
夫
、
維
持
管
理
や
安

全
管
理
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
写
真

や
図
を
交
え
て
解
説
し
ま
し
た
。

（
関
西
支
部
）

　

令
和
３
年
10
月
６
日
と
７
日
の
２
日
間
、

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
の
兵
庫
県
民
会
館

パル
テ
ホ
ー
ル
で
の「
令
和
３
年
度
Ｐ
Ｃ
橋
に

関
す
る
技
術
講
習
会（
主
催
：（
公
財
）兵
庫

県
ま
ち
づ
く
り
技
術
セ
ン
タ
ー
）」
に
お
い
て

講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
日
は
42
人
、２
日
目
は
38
人
が
出
席
し
、

Ｐ
Ｃ
橋
の
基
本
と
橋
梁
形
式
、Ｐ
Ｃ
橋
の
架

設
工
法
、Ｐ
Ｃ
橋
の
変
状
と
維
持
保
全
、
設

計
照
査
に
お
け
る
着
眼
点
、Ｐ
Ｃ
橋
の
設
計

演
習
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
の
変
状
事
例
と
対

策
、Ｐ
Ｃ
橋
の
維
持
管
理
演
習
を
講
義
し
ま

し
た
。

（
中
国
支
部
）

　

令
和
３
年
８
月
３
日
に
島
根
県
松
江
市

の
く
に
び
き
メ
ッ
セ
で
行
わ
れ
た「
令
和
３
年

度
島
根
県
第
11
回
土
木
技
術
講
習
会
（
主

催
：（
公
財
）島
根
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
）」

に
お
い
て
、
自
治
体
職
員
な
ど
94
人
に
対
し

て
「
Ｐ
Ｃ
橋
の
維
持
補
修
と
新
し
い
取
り
組

み
」と
題
し
た
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。テ
ー

マ
は
「
生
産
性
向
上
への
取
組
」「
Ｐ
Ｃ
の
変

遷
と
復
元
設
計
」「
点
検
要
領
と
診
断
」「
Ｐ

Ｃ
橋
の
補
修
補
強
技
術
」の
４
点
。

　

当
日
は
浜
田
地
区
と
隠
岐
地
区
に
リ

モ
ー
ト
中
継
さ
れ
、Ｐ
Ｃ
橋
の
設
計
演
習
、コ

ン
ク
リ
ー
ト
橋
の
変
状
事
例
と
対
策
、Ｐ
Ｃ

橋
の
維
持
管
理
演
習
を
講
義
し
ま
し
た
。

（
九
州
支
部
）

　

令
和
３
年
11
月
19
日
に
宮
崎
市
の
宮

崎
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

「
令
和
３
年
度
橋
梁
研
修（
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

研
修
） （
主
催
：
宮
崎
県
建
設
技
術
セ
ン

タ
ー
）」に
お
い
て
、
自
治
体
職
員
20
人
に

対
し
て
Ｐ
Ｃ
橋
の
設
計
・
施
工
の
留
意
点

に
つ
い
て
講
義
し
ま
し
た
。

▲ PC橋の施工技術研究会の様子

▲ PC橋に関する技術講習会の様子

▲ 技術講習会の様子

▲ スキルアップ研修の様子

　
そ
の
ほ
か
令
和
３
年
８
月
以
降
に
実
施

さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
技
術
講
習
会
は
次
の
と
お
り

で
す
。
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各
地
で
Ｐ
Ｃ
技
術
講
習
会
開
催

　

Ｐ
Ｃ
技
術
に
関
す
る
講
習
会
が
各
地
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
北
陸
支
部
）

　
令
和
3
年
11
月
に
「
第
７
回
わ
か
り
や
す

い
Ｐ
Ｃ
橋
の
施
工
技
術
研
究
会（
主
催
：Ｐ
Ｃ

建
協
）」
を
北
陸
の
２
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
18
日
に
新
潟
市
の
新
潟
県
自

治
会
館
で
北
陸
地
方
整
備
局
や
地
方
自
治

体
職
員
な
ど
13
人
、
25
日
の
石
川
県
金
沢

市
の
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で

18
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

研
究
会
で
は
Ｐ
Ｃ
の
基
本
と
特
徴
（
優

位
性
）、Ｐ
Ｃ
橋
の
分
類
と
架
設
工
法
、
施

工
時
の
工
程
管
理
手
法
、
生
産
性
と
品
質

の
向
上
に
向
け
た
工
夫
、
維
持
管
理
や
安

全
管
理
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
写
真

や
図
を
交
え
て
解
説
し
ま
し
た
。

（
関
西
支
部
）

　

令
和
３
年
10
月
６
日
と
７
日
の
２
日
間
、

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
の
兵
庫
県
民
会
館

パル
テ
ホ
ー
ル
で
の「
令
和
３
年
度
Ｐ
Ｃ
橋
に

関
す
る
技
術
講
習
会（
主
催
：（
公
財
）兵
庫

県
ま
ち
づ
く
り
技
術
セ
ン
タ
ー
）」
に
お
い
て

講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
日
は
42
人
、２
日
目
は
38
人
が
出
席
し
、

Ｐ
Ｃ
橋
の
基
本
と
橋
梁
形
式
、Ｐ
Ｃ
橋
の
架

設
工
法
、Ｐ
Ｃ
橋
の
変
状
と
維
持
保
全
、
設

計
照
査
に
お
け
る
着
眼
点
、Ｐ
Ｃ
橋
の
設
計

演
習
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
の
変
状
事
例
と
対

策
、Ｐ
Ｃ
橋
の
維
持
管
理
演
習
を
講
義
し
ま

し
た
。

（
中
国
支
部
）

　

令
和
３
年
８
月
３
日
に
島
根
県
松
江
市

の
く
に
び
き
メ
ッ
セ
で
行
わ
れ
た「
令
和
３
年

度
島
根
県
第
11
回
土
木
技
術
講
習
会
（
主

催
：（
公
財
）島
根
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
）」

に
お
い
て
、
自
治
体
職
員
な
ど
94
人
に
対
し

て
「
Ｐ
Ｃ
橋
の
維
持
補
修
と
新
し
い
取
り
組

み
」と
題
し
た
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。テ
ー

マ
は
「
生
産
性
向
上
への
取
組
」「
Ｐ
Ｃ
の
変

第
30
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
発
展
に
関
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
開
催

　
「
第
30
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
発
展
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
主
催
：

Ｐ
Ｃ
工
学
会
、後
援
：Ｐ
Ｃ
建
協
）」が
令
和

３
年
10
月
21
日
と
22
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止

に
よ
り
、北
海
道
函
館
市
で
の
現
地
開
催
を

見
送
り
、
今
年
も
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
と
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム（
全
１
３

９
コ
マ
）
は
10
月
29
日
ま
で
視
聴
可
能
な
オ

ン
デ
マ
ン
ド
動
画
方
式
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

建
設
技
術
展
示
会
に
出
展

　

最
新
の
土
木
建
設
技
術
を
展
示
す
る「
建

設
フ
ェ
ア
」が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
関
東
支
部
）

　

令
和
３
年
11
月
25
日
と
26
日
の
２
日
間
、

東
京
都
豊
島
区
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ

展
示
ホ
ー
ル
Ｃ
＋
Ｄ
で
「
建
設
技
術
フ
ェ

ア
ｉ
ｎ
２
０
２
１
関
東
（
主
催
：
日
刊
建

設
工
業
新
聞
社
、共
催
：
Ｐ
Ｃ
建
協
な
ど
）」

が
開
か
れ
ま
し
た
。「
見
せ
る
、魅
せ
る
。匠

の
Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ
」と
題
し
、総
来
場
者
数
は
約

２
万
人
で
し
た
。

　

P
C
建
協
は
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、Ｕ
コ

遷
と
復
元
設
計
」「
点
検
要
領
と
診
断
」「
Ｐ

Ｃ
橋
の
補
修
補
強
技
術
」の
４
点
。

　

当
日
は
浜
田
地
区
と
隠
岐
地
区
に
リ

モ
ー
ト
中
継
さ
れ
、Ｐ
Ｃ
橋
の
設
計
演
習
、コ

ン
ク
リ
ー
ト
橋
の
変
状
事
例
と
対
策
、Ｐ
Ｃ

橋
の
維
持
管
理
演
習
を
講
義
し
ま
し
た
。

（
九
州
支
部
）

　

令
和
３
年
11
月
19
日
に
宮
崎
市
の
宮

崎
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

「
令
和
３
年
度
橋
梁
研
修（
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

研
修
） （
主
催
：
宮
崎
県
建
設
技
術
セ
ン

タ
ー
）」に
お
い
て
、
自
治
体
職
員
20
人
に

対
し
て
Ｐ
Ｃ
橋
の
設
計
・
施
工
の
留
意
点

に
つ
い
て
講
義
し
ま
し
た
。

ン
ポ
橋
の
模
型
や
、
関
東
圏
の
橋
梁
及
び

人
工
地
盤
の
写
真
、
生
産
性
向
上
へ
の
取

り
組
み
に
関
す
る
パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示
し

ま
し
た
。

（
中
国
支
部
）

　

令
和
３
年
11
月
18
日
と
19
日
の
２
日
間
、

「
建
設
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
１
ｉ
ｎ

ち
ゅ
う
ご
く
（
主
催
：
建
設
技
術
フ
ォ
ー

ラ
ム
実
行
委
員
会
（
Ｐ
Ｃ
建
協
な
ど
で
構

成
）」
が
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は「
防
災
・
減
災
、国
土
強

靭
化
と
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ 

〜
地
域
を
守
り
、

未
来
を
創
る
建
設
技
術
〜
」で
し
た
。

　
Ｐ
Ｃ
建
協
は「
地
域
に
貢
献
す
る
Ｐ
Ｃ
技

術
〜
高
度
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら

Ｐ
Ｃ
事
業
普
及
の
基
盤
作
り
に
貢
献
〜
」

を
掲
げ
、Ｐ
Ｃ
建
協
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
紹
介
し

　
そ
の
ほ
か
令
和
３
年
８
月
以
降
に
実
施

さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
技
術
講
習
会
は
次
の
と
お
り

で
す
。

ま
し
た
。ま
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
技

術
の
具
体
的
な
例
と
し
て
、Ｕ
コ
ン
ポ
橋
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。

（
四
国
支
部
）

　

令
和
３
年
11
月
25
日
と
26
日
に
徳
島
市

の
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
で
「
建
設
フ
ェ
ア

四
国
２
０
２
１
ｉ
ｎ
徳
島
（
主
催
：
四
国

建
設
広
報
協
議
会
（
Ｐ
Ｃ
建
協
な
ど
で
構

成
））」が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｃ
建
協
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
鉄
筋

出
来
形
を
自
動
検
測
す
る
三
井
住
友
建
設

㈱
の
シ
ス
テ
ム「
ラ
ク
カ
メ
ラ
」を
出
展
し

ま
し
た
。

▲ 建設技術フェアin2021関東でのPC建協ブース

▲ 建設技術フォーラム2021inちゅうごくでのPC建協ブース

開催日 支部名 講習会名 主催

８月

９月

９月

10月

10月

10月

10月

11月

11月

12月

25日

21日

22日

６日

13日

18日

26日

２日

４日

８日

関東

関西

中部

関西

東北

東北

中部

関東

関東

関東

令和3年度橋梁技術講習会

令和3年度土木技術職員専門研修【技術管理（橋梁保全Ⅱ）講座】

令和3年度構造土質検討グループ第1回技術講習会

京都府北部・橋りょう維持管理研修会（第101回）

道路構造物研修(Web開催) 

山形県橋梁技術研修会

令和3年度愛知県建設技術研修

令和３年度橋梁技術講習会

令和３年度橋りょう技術研修会（第３回）～PC橋編

山梨県

（公財）滋賀県建設技術センター

（一社）建設コンサルタンツ協会中部支部

京都府

東北地方整備局

山形県

愛知県

（一社）建設コンサルタンツ協会関東支部

埼玉県

長野県令和３年度土木専門研修橋梁（ＰＣ橋講座～長持ちさせる設計・
施工のポイントと補修補強

Ｐ
Ｃ
建
協
か
ら
書
籍
発
刊
の

お
知
ら
せ

　

Ｐ
Ｃ
建
協
は
書
籍
２
冊
を
発
刊
し
ま
す
。

　

1
冊
目
は
「
Ｐ
Ｃ
橋
の
支
承
部
お
よ
び

落
橋
防
止
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
設
計
資
料

（
案
） 

改
訂
第
４
版
」
で
す
。今
回
の
改
訂

版
で
は
、
平
成
29
年
11
月
の
道
路
橋
示
方

書
の
主
旨
と
そ
の
基
準
を
組
み
込
ん
で
お

り
、
加
え
て
部
分
係
数
法
・
限
界
状
態
設

計
法
に
よ
る
設
計
手
法
を
反
映
し
た
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
1
冊
は
、
工
事
一
般
か
ら
各
架
設

工
法
・
工
種
ご
と
の
詳
細
な
工
事
点
検
項

目
、
及
び
そ
れ
に
付
随
す
る
関
係
法
令
ま

で
を
ま
と
め
た
「
P
C
工
事
安
全
管
理
指

針（
改
訂
版
）」で
す
。今
回
は
、
新
た
に
床

版
取
替
え
工
法
、鋼
橋
の
塗
替
え
塗
装
、Ｐ

Ｃ
上
部
工
補
修
の
記
載
を
加
え
て
、
最
近

の
主
な
法
令
規
則
の
改
正
内
容
な
ど
を
参

考
資
料
と
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。こ
の

改
訂
に
よ
り
、
P
C
工
事
に
お
け
る
安
全

衛
生
管
理
を
よ
り
一
層
向
上
し
た
内
容
と

な
り
ま
し
た
。

　

書
籍
の
詳
細
や
購
入
方
法
に
つ
い
て
は
、

Ｐ
Ｃ
建
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

https://w
w
w
.pcken.or.jp/activities

/publicinfo/

全
国
か
ら
開
通
情
報

（
東
北
支
部
）

岩
手
県
久
慈
市
湊
橋
、開
通

　

令
和
３
年
９
月
23
日
に
岩
手
県
久
慈
市

の
湊
橋（
橋
長
2
7
5
ｍ
）の
架
け
替
え
工

事
が
完
了
し
ま
し
た
。岩
手
県
の
三
陸
高

潮
対
策
事
業
に
よ
る
堤
防
の
か
さ
上
げ
に

伴
う
掛
け
替
え
で
、
橋
梁
部
の
道
路
幅
員

は
１
・
５
ｍ
拡
幅
の
６
ｍ
と
な
り
、
ま
た

２
・
５
ｍ
の
歩
道
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
通
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
と
く
す
玉
割
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
四
国
支
部
）

国
道
33
号
高
知
西
バ
イ
パ
ス
（
鎌
田
Ｉ
Ｃ

〜
波
川
）、開
通

　

令
和
３
年
12
月
４
日
に
高
知
県
い
の
町

の
国
道
33
号
高
知
西
バ
イ
パ
ス 

鎌
田
Ｉ
Ｃ

〜
波
川
間（
延
長
１
・
５
㎞
）が
開
通
し
ま

し
た
。こ
の
開
通
に
よ
り
、
高
知
西
バ
イ
パ
ス

（
総
延
長
９
・
８
㎞
）
は
全
線
開
通
と
な
り
、

渋
滞
の
緩
和
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

鎌
田
Ｉ
Ｃ
付
近
で
催
さ
れ
た
開
通
式
に

は
地
元
関
係
者
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。
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第
30
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
発
展
に
関
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
開
催

　
「
第
30
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
発
展
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
主
催
：

Ｐ
Ｃ
工
学
会
、後
援
：Ｐ
Ｃ
建
協
）」が
令
和

３
年
10
月
21
日
と
22
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止

に
よ
り
、北
海
道
函
館
市
で
の
現
地
開
催
を

見
送
り
、
今
年
も
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
と
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム（
全
１
３

９
コ
マ
）
は
10
月
29
日
ま
で
視
聴
可
能
な
オ

ン
デ
マ
ン
ド
動
画
方
式
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

建
設
技
術
展
示
会
に
出
展

　

最
新
の
土
木
建
設
技
術
を
展
示
す
る「
建

設
フ
ェ
ア
」が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
関
東
支
部
）

　

令
和
３
年
11
月
25
日
と
26
日
の
２
日
間
、

東
京
都
豊
島
区
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ

展
示
ホ
ー
ル
Ｃ
＋
Ｄ
で
「
建
設
技
術
フ
ェ

ア
ｉ
ｎ
２
０
２
１
関
東
（
主
催
：
日
刊
建

設
工
業
新
聞
社
、共
催
：
Ｐ
Ｃ
建
協
な
ど
）」

が
開
か
れ
ま
し
た
。「
見
せ
る
、魅
せ
る
。匠

の
Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ
」と
題
し
、総
来
場
者
数
は
約

２
万
人
で
し
た
。

　

P
C
建
協
は
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、Ｕ
コ

編集後記
　東京工業大学名誉教授の二羽先生に特別寄稿として（名橋をめぐって）「PC橋技術の変遷」を執筆していただきました。PC橋の黎明期から進展期そして
ＰＣ斜張橋・ＰＣエクストラドーズド橋への展開をわかりやすく解説され、読者の皆さまがPC橋に興味を持っていただけたら幸いです。次号に「PC橋技術
の変遷」の後半部分の紹介予定ですのでご期待下さい。
　また、特別座談会では「未来を担う若手技術者へ」という題目で先輩方に座談会形式で話を聞かせていただきました。皆さまの日々の業務に参考になる
のではないでしょうか。
　今回もルポの掲載がありませんでしたが、次号（５月号）には掲載予定ですのでお楽しみに。
　今後もさまざまな話題に取り組み、読者の方に興味を持っていただける広報誌を企画していきたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　  （小谷）

ン
ポ
橋
の
模
型
や
、
関
東
圏
の
橋
梁
及
び

人
工
地
盤
の
写
真
、
生
産
性
向
上
へ
の
取

り
組
み
に
関
す
る
パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示
し

ま
し
た
。

（
中
国
支
部
）

　

令
和
３
年
11
月
18
日
と
19
日
の
２
日
間
、

「
建
設
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
１
ｉ
ｎ

ち
ゅ
う
ご
く
（
主
催
：
建
設
技
術
フ
ォ
ー

ラ
ム
実
行
委
員
会
（
Ｐ
Ｃ
建
協
な
ど
で
構

成
）」
が
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は「
防
災
・
減
災
、国
土
強

靭
化
と
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ 

〜
地
域
を
守
り
、

未
来
を
創
る
建
設
技
術
〜
」で
し
た
。

　
Ｐ
Ｃ
建
協
は「
地
域
に
貢
献
す
る
Ｐ
Ｃ
技

術
〜
高
度
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら

Ｐ
Ｃ
事
業
普
及
の
基
盤
作
り
に
貢
献
〜
」

を
掲
げ
、Ｐ
Ｃ
建
協
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
紹
介
し

ま
し
た
。ま
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
技

術
の
具
体
的
な
例
と
し
て
、Ｕ
コ
ン
ポ
橋
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。

（
四
国
支
部
）

　

令
和
３
年
11
月
25
日
と
26
日
に
徳
島
市

の
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
で
「
建
設
フ
ェ
ア

四
国
２
０
２
１
ｉ
ｎ
徳
島
（
主
催
：
四
国

建
設
広
報
協
議
会
（
Ｐ
Ｃ
建
協
な
ど
で
構

成
））」が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｃ
建
協
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
鉄
筋

出
来
形
を
自
動
検
測
す
る
三
井
住
友
建
設

㈱
の
シ
ス
テ
ム「
ラ
ク
カ
メ
ラ
」を
出
展
し

ま
し
た
。

▲ 湊橋での開通セレモニー（撮影：久慈市）

▲ 鎌田IC付近での開通式

Ｐ
Ｃ
建
協
か
ら
書
籍
発
刊
の

お
知
ら
せ

　

Ｐ
Ｃ
建
協
は
書
籍
２
冊
を
発
刊
し
ま
す
。

　

1
冊
目
は
「
Ｐ
Ｃ
橋
の
支
承
部
お
よ
び

落
橋
防
止
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
設
計
資
料

（
案
） 

改
訂
第
４
版
」
で
す
。今
回
の
改
訂

版
で
は
、
平
成
29
年
11
月
の
道
路
橋
示
方

書
の
主
旨
と
そ
の
基
準
を
組
み
込
ん
で
お

り
、
加
え
て
部
分
係
数
法
・
限
界
状
態
設

計
法
に
よ
る
設
計
手
法
を
反
映
し
た
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
1
冊
は
、
工
事
一
般
か
ら
各
架
設

工
法
・
工
種
ご
と
の
詳
細
な
工
事
点
検
項

目
、
及
び
そ
れ
に
付
随
す
る
関
係
法
令
ま

で
を
ま
と
め
た
「
P
C
工
事
安
全
管
理
指

針（
改
訂
版
）」で
す
。今
回
は
、
新
た
に
床

版
取
替
え
工
法
、鋼
橋
の
塗
替
え
塗
装
、Ｐ

Ｃ
上
部
工
補
修
の
記
載
を
加
え
て
、
最
近

の
主
な
法
令
規
則
の
改
正
内
容
な
ど
を
参

考
資
料
と
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。こ
の

改
訂
に
よ
り
、
P
C
工
事
に
お
け
る
安
全

衛
生
管
理
を
よ
り
一
層
向
上
し
た
内
容
と

な
り
ま
し
た
。

　

書
籍
の
詳
細
や
購
入
方
法
に
つ
い
て
は
、

Ｐ
Ｃ
建
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

https://w
w
w
.pcken.or.jp/activities

/publicinfo/

全
国
か
ら
開
通
情
報

（
東
北
支
部
）

岩
手
県
久
慈
市
湊
橋
、開
通

　

令
和
３
年
９
月
23
日
に
岩
手
県
久
慈
市

の
湊
橋（
橋
長
2
7
5
ｍ
）の
架
け
替
え
工

事
が
完
了
し
ま
し
た
。岩
手
県
の
三
陸
高

潮
対
策
事
業
に
よ
る
堤
防
の
か
さ
上
げ
に

伴
う
掛
け
替
え
で
、
橋
梁
部
の
道
路
幅
員

は
１
・
５
ｍ
拡
幅
の
６
ｍ
と
な
り
、
ま
た

２
・
５
ｍ
の
歩
道
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
通
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
と
く
す
玉
割
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
四
国
支
部
）

国
道
33
号
高
知
西
バ
イ
パ
ス
（
鎌
田
Ｉ
Ｃ

〜
波
川
）、開
通

　

令
和
３
年
12
月
４
日
に
高
知
県
い
の
町

の
国
道
33
号
高
知
西
バ
イ
パ
ス 

鎌
田
Ｉ
Ｃ

〜
波
川
間（
延
長
１
・
５
㎞
）が
開
通
し
ま

し
た
。こ
の
開
通
に
よ
り
、
高
知
西
バ
イ
パ
ス

（
総
延
長
９
・
８
㎞
）
は
全
線
開
通
と
な
り
、

渋
滞
の
緩
和
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

鎌
田
Ｉ
Ｃ
付
近
で
催
さ
れ
た
開
通
式
に

は
地
元
関
係
者
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
開
通
情
報

　

・
三
陸
沿
岸
道
路（
普
代
〜
久
慈
）

 　

 

※
復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路 

全
線

　
　
　
開
通

　

・
一
般
国
道
11
号
大
内
白
鳥
バ
イ
パ
ス
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